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元 呪術 師(シ ャーマン)の 画家パ ブロ ・アマリンゴの
作 品 と展 示活動 につ いての報告

永 武 ひ か る*

   The Art and Exhibiting Activities of Pablo Amaringo, 

a Former Curandero (Shamanic Healer) of the Peruvian Amazon

Nagatake, Hikaru

1パ ブロ ・アマ リンゴの略歴

2　 アマリンゴの作晶について

2.1　 シャーマニック・ヴィジョンの誕生

2.2作 品の特徴

3　 海外におけるアマリンゴ作品の

　 展覧会と評判

4　 日本におけるアマリンゴ作品の

　 展覧会等の発表活動

4.1展 覧会活動を行なうに至った経緯

4.2　 活動の実施内容

　4.2.1　 展 示活動

　4.2.2　 出版,メ ディア,講 演会等など

　　　　 展示 と連動した諸活動

5　 アマ リンゴ作品についての反響

6　展示活動の反省点

7　展覧会 ・展示会の成果

付録:展 示作品の解説

1パ ブ ロ ・ア マ リ ン ゴ の 略 歴

　パブ ロ ・アマ リンゴ(Pablo　 Amaringo,以 下アマ リンゴと記す)は,ペ ルー ・アマ

ゾンの元呪術師(シ ャーマ ン)で,現 在 は画家 として,ま た教育者 として活動 してい

る。い くつかの先住民族 の血が流れているが,1938年 ペ ルー ・ウカヤ リ県生 まれの メ
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ステ ィッソで,農 夫や漁師などさまざまな職業 を遍歴 した後,1970年 代 に伝統的な呪

術師 として活躍 した。父方 も母方 も先祖代 々呪術師の家系で,父 や兄も呪術師だった。

西部アマゾ ンで広 く知 られてい る幻覚性植物アヤワスカを用いた呪術治療 により,多

くの人々の病気 を治 したが,1979年 に呪術師 をやめ,独 学で絵 を学 び,画 家 となる。

コロンビア人文化人類学者ル イス ・エ ドワル ド・ルナ(Luis　 Eduardo　 Luna,以 下 ルナ

と記す)ら の勧 めか ら,か つての経験 をもとにアマ ゾンの シャーマニ ズムや精霊世界

を描 き始め る。シャーマニ ック ・ヴ ィジ ョンと評 され るその作 品は,と りわけ世界の

文化 人類学者 やニューエ イジの層 に注 目され ている。そ の一方,地 元 プ カルパで,

1988年 にルナ と共 同で絵画学校 ウスコアヤールを設立 し,美 術 を通 した環境教育 を推

進 して きた。この活動 により,1992年,環 境へ貢献 した人に贈 られ る国連 グローバル

500賞 を受賞 した。無償 で絵 を教え続 けなが ら,自 らの作品を創作 し,世 界で開かれる

絵画展では,独 特の作 品 と教育活動 を通 して自然 との共生を呼 びかけている。

2　 アマ リンゴの作 品 につ い て

2.1　 シ ャ ー マ ニ ッ ク ・ヴ ィ ジ ョ ン の 誕 生

　 アマ リンゴは若い頃か ら絵が得意で,独 学で 肖像画や風景を描 いていた。呪術 師を

やめてからも描いていたが,風 物 画はアマ ゾンを訪れる外国人に知 られ気に入 られる

ようになった。ただ し,呪 術師のヴィジ ョンを絵 にすれば,地 元の人か らは悪魔がか

ったと変 に思われると恐れていたので,風 物 のみを描いていた。1985年,ア メ リカの

生化学者デニス ・マ ッケナ(Denis　 McKenna)と ルナが,民 族植物学や向精神性植物,

シ ャーマニズムに関する研 究のため,ペ ルー ・アマ ゾンー帯 を調査 していた折,二 人

はアマ リンゴがかつて呪術 師だった ことを知った。そ して呪術師のヴ ィジ ョンを絵に

描いてみる ように請 う。その依頼 を受けて,ア マ リンゴはかつての経験 をもとにヴィ

ジ ョンの絵 を初めて2枚 描 き,マ ッケナ とルナに1枚 ずつ渡 した。各々が欧米の ワシ

ン トンとス トックホルムの学会 などでそれ らの作品を披露す ると,非 常 に大 きな反響

を呼んだので,ア マ リンゴは,さ らにヴ ィジ ョンの絵 を描 くよう要請 された。以後,

ル ナに請 われ るまま,次 々とヴィジョンの絵画 を描 き始め,ル ナのマ ネー ジメン トに

より海外で展覧会が開かれ るようにな り,そ の作 品はシャーマニ ック ・ヴィジョンと

して注 目を浴びるようになった。欧米 の画商やキュ レー ター,各 地の コーデ ィネー タ
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一の連携があった とはいえ,シ ャーマニ ック ・ヴィジ ョンとい うアマ リンゴ独特の作

品 を世 の中に送 りだ したの は,ル ナの業績 といえよう。

2.2　 作 品 の特徴

　 シャーマニ ック ・ヴ ィジ ョンと呼ばれるアマ リンゴの多 くの作品 に描かれてい るも

のは,ア マ ゾンの呪術 師が使 う神秘の植物 アヤ ワスカとそのお茶,ア ヤ ワスカを用い

た治療儀式,呪 術師 と患者,呪 術 師が治療や呪術 に使 う精霊の歌 イカロや粘液マ リリ,

ア マゾ ンの密林に生息す る動植物,さ まざまな精霊 などで,目 に見えない精霊や呪術

師の世 界がわか りやす く描かれている。 どの ように治療 をした り,精 霊 と交信 した り

別の世 界へ旅 をした りす るか,ま た,民 話的神話的存在が描 かれている。赤,機,黄,

緑,青,紫 など鮮 やかな色彩が大胆 に使われ,一 つ ひとつが繊細 に描 き込 まれている。

円や螺旋,点 々や幾何学模様が,写 実的 な密林 の描写に混 じりあい,視 覚 的な刺激 も

ある。 ダイナ ミックで力強 く,呪 術 やシャーマニズム を直感 させ るような印象 を与え

る。それは,幻 覚性植物か ら作 られるアヤ ワスカ茶の摂取 によって経験 される視覚的

効果や,精 霊 と交信 して病気治療 を行 なう呪術 師世界が,平 面上 に見事に再構築 され

ているかの ようである。 また,民 俗 的モチー フが物語 りのように配置 されているので,

民俗絵巻物の ような もの もある。 さらに,作 品には,世 界のな りたちや しくみ などが

描かれた もの もあ り,マ ンダラの ようなイメージを彷佛 させ る作品 もある。 また,土

着の呪術世界 を脱 して,宇 宙空間や原子や分子,電 磁波や宇宙波 やUFOな どが描かれ

た もの,知 恵,判 断,勇 気,純 粋な愛 など,人 間に育 まれるべ き美徳を暗示す るもの,

人 間の運命が比喩的に語 られている もの などの,普 遍的 メッセー ジ性,精 神性や宗教

性 のある作品 もあ り,ユ ニバーサルな感覚の作 品もある。90年 代後半には天使の容姿

を思 わせ る精霊 シリーズも発表 している。

　 どの作品 も,一 つ ひとつのモチーフに意味があ り,ア マ リンゴによって解説がなさ

れる。

　 た とえば,「 呪術師か らの回避」(El　Huida・del　Hechicero　 1993.8.20)と い う作品で

は,呪 術師が知恵や術 を駆使 して,悪 い呪術 師の業か ら逃 れ,患 者に治療 をしている

様子が描かれている。下の方に治療 師や患者が集 ま り,治 療儀式 をしている。鮮やか

な緑 色 をバ ックに,中 央 には大 きく口を開けた蛇が描かれる。口か らUFOの よ うな

ものが飛 び出 しているが,そ れは悪 い呪術師をはねのけている精霊 の力 を表わ し,治

療儀式 を邪魔する悪 い呪術師の使いであ るカエ ルや蛇な どが隅に追いや られている。
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賢者 を表わす インデ ィオの祖霊,精 霊を呼ぶとともに治療儀式の場 を守 る精霊の歌 イ

カロなども描かれている。

　 「ア トゥン・ワイラ」(Atunhuaira　 1988.8.26)は,大 きな船の形に変化 した精霊 の

絵である。 ア トゥン ・ワイラとはケチュア語で,偉 大 な風 とい う意味 で,呪 術 師が ア

ヤ ワス カのヴ ィジ ョンを見てい る時に,驚 くほ どの騒音 とともに大 きな船の姿で現 わ

れる とい う。船は地球上 の大地に住 まういろいろな精霊が集 まった変化の形で,地 球

を覆 う大気が擬人化 されたような ものだとアマ リンゴは説明する。 これ らの精霊 は地

球上 の人間や動植物 な ど生物の命を支 えてい るため,絵 では水 とともに青い色 で表わ

されている。呪術 師はア トゥン ・ワイラの歌 イカロを使って,ア ヤワスカの作用 を駆

使 し,空,水,大 地 のヴィジョンを見 る。 また,悪 い呪術師が攻撃 して きた時 など,

悪 い力 を追い払 う時 にもア トゥン ・ワイラを呼ぶ とい う。

　 「アヤワス カ ・ムス クイ」(Ayahuasca　 Muscui　 1999.2.24)と い う絵 では,ア マ ゾ

ンの密林,川,そ こに息づ く動物や植物,そ してさまざまな精霊が描かれてい る。神

秘の植物アヤワスカの蔓,醗 蒼 と茂 る樹木,水 の母 と呼ばれる大蛇 と化 した精霊ヤ ク

ママ,同 じく密林 を司 る大蛇 サ ッチ ャママ,呪 術師の儀式 を守 るカワウソ,催 眠力を

授け る黒い豹ヤナプーマな どが,色 鮮やかに写実的に描 き込 まれる。

　 「脳の神秘」(La・Mfstica・del　Cerebro　 1993.9.21)と 題 された作品は,ア ヤ ワスカ茶

が 人 間 の 脳 に働 く神 秘 を 物 語 る。　 ・般 に ア ヤ ワ ス カ 茶 は,植 物 ア ヤ ワ ス カ

(Banisteriopsis　caapi)の 蔓 とチ ャクルーナ(PS .vchotria　viridis)の 葉か ら作 られるのだ

が,こ の 二つの植物が…つの宇宙 を作 る様子が描かれる。光線 でつ なが った円や,ア

ンテナのような記号は,外 界の知識を得 るための脳 の働 きを表わ してい るとアマ リン

ゴは説明す る。治療 師たちが アヤ ワスカ茶 を飲んで行 なう,あ る種の予測や診察治療

の技 を,シ ンボ リックに図解化 しているとい う。左右 に,植 物 アヤ ワス カと植物チ ャ

クルーナの精霊が賢者と して表わ される。中央に蝋燭の灯があるが,こ れは意識や無

意識 を輝かせる脳 のセ ンター を象徴 している。その灯火の根 にはバ ラの花が描かれて

いるが,「 光 を輝かせ るため に私たちが 番 大切に しな くてはな らないのは,愛 であ り,

光 の 炎は,バ ラの花,愛 の花か ら燃 えている」 とアマ リンゴは解説 し,こ のようにメ

ッセ ージ性 を含めた作品 もある。

　作品の具体例につ いては,本 人が作品について解説 した付録解説 を参照 していただ

きたい(絵 画作 品9点 の解説)。

　 アマ リンゴはシャーマニ ック ・ヴ ィジ ョンの絵 画とは別に,ア マゾ ンー般の動植物

や風景な どの写実画 も描 いている。それは,ア マ リンゴが主宰する ウスコアヤール絵
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画学校 の生徒たちの作 品の手本 となっている。

　なお,ア マ リンゴが使用 している画材 については,当 初 は入手が 困難 なこともあ り,

画 用紙 に水彩 とい うシンプルな画材 を使 っていたが,最 近 はキ ャンパ ス地にア クリル

も増えている。大 きさは,比 較的 よく使用する画用紙 に合わせて,新 聞紙大のサイズ

が標準 だったが,最 近はよ り小 さい ものか ら2メ ー トルサ イズの大 きなもの まで,幅

広 く製作 してい る。

3　海外におけるアマリンゴ作品の展覧会 と評判

　欧米 をは じめと して,ア マリンゴ作 品は世界の約50力 国の美術館 やギャラリー等 で

紹介 されて きた(ア マ リンゴの説明に よるが,正 確な資料 はない)。

　 1993年11月 のマ イア ミ・ヘ ラル ド紙で美術評論家ヘ レン ・コーヘ ンに,「 パブロ ・ア

マ リンゴは,か つて シャーマ ンで ヒー ラーだった,世 界で最 も才能に恵 まれた美術教

育者」 と評 されてい るが,ア マ リンゴの作 品は,な ん といっても文化 人類学者や民族

学 者か らの注 目度が際立っている。そ もそ もアマ リンゴの名が国際的に知 られ るよう

になったの も,シ ャーマニ ック ・ヴィジョンを描 くように勧めた文化人類学者のルナ

によるところが大 きい。ルナの専門はシャーマニ ズムや植物民族学の分野で,数 多 く

の論文 を発表 し,ア マ リンゴの絵画作品に専 門的 な解説をつ けた共著 「アヤワスカ ・

ヴィジ ョン」を出版 している(Luna　 and　Amaringo　 1991)。 さ らに,研 究者 という立場

を越 えて,当 初はアマ リンゴのマネー ジメン トを行ない,展 覧会や講演 会のコーデ ィ

ネー ターやキ ュレー ター として,幅 広い活動 を して きた。アマ リンゴの シャーマニ ッ

ク ・ヴ ィジ ョンの作 品の誕生 と売 り出しは,ル ナの存在な しでは語れない といえよう。

　 また,15年 にわた り西部アマゾ ンで先住民知識 を研究 しているカナ ダ人文化人類学

者のジェ レミー ・ナー ビーは(ス タンフォー ド大学博士号取得,ス イス在住30年),次

の ようにコメン トを評 している。「パブロ・アマ リンゴは シャーマニ ズムの研究 におい

て起爆剤 となった。彼自身の ヴィジ ョンを超現実的 な絵画に表 わ し,誰 もがそれを見

ることがで きる。今 まで文化人類学者 は,シ ャーマ ンについて見解 を記 していたわけ

だが,大 方はシャーマ ンの世界の実体験が な く,現 象 を真に理解す ることを妨 げるよ

うな合理主義や分析的な思惑が前提 となっていた。パブ ロ ・アマ リンゴの絵 は,シ ャ

ーマニ ズムにつ いて もっ と別の次元で論 じている。特 に重要なのが存在や意識 につい

てであろ う。90年 代には意識 について,科 学的研究が真摯に取 り組 むべ きフィール ド
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になってきた。アマ リンゴとルナが結 晶化 した変性意識の イメージが,科 学の歩み よ

り先 ん じてい るのではないか,と も思 われ る。世界の インテ リ層 を負か したペ ルー ア

マゾ ンの独学者に,ま た,自 分よ りもインフォーマ ン トの方が よ く知っていることを

認 め,共 著 を出版する ことに転 じたルナに対 して,心 か ら敬意を表 したい」。 ナー ビー

の著書で,シ ャーマニズムを理解す るために,ア マ リンゴの絵が重要であるとして,

紹 介 されている(Narby　 1998)。

　 ペルー国内で は,国 連 グローバル500賞 で表賞 されたこ ともあ るが,ウ スコアヤール

絵画学校 の校長 として,教 育者 としての評判が先立 った。 アーテ ィス トとしては,地

方の芸術文化が尊重 されに くい国の社会事情 もあ り,海 外での評判から国内で も知 ら

れる ところとなったが,首 都 リマや,ア マ ゾンの都市 イキ トスや,地 元プ カルパで も

絵画展が開かれている。

　以下,海 外でアマ リンゴ作品が 出品 された展 覧会の一部を付記す る。

*ル ナがキュ レーターとして携 わった展覧会等

 -1999`* : October Gallery, London 
 –1999* : Visions That The Plants Gave Us, The Richard F. Brush Art Gallery and 

         Permanent Collection, St. Lawrence University, Canton, New York. 

–  1996*-1997  : Rainforest Visions, Museum of Man. San Diego. 
 –1994* : Die Pflanze als Lehrer (Plants as Teachers), Karl Ernst Osthaus-Museum, 

         Hagen, Germany. 

 –1994`* : Rainforest Visions, Capital  Children'  s Museum, Washington. 

 –1994`*  : Alteridades, within the II International Congress for the Study of Modified 

         States of Consciousness: Ethnocognition, Shamanism, Plants and Cultural 

         Context, Spain.

一上記 の他 ,1987-1994年,フ ィンラン ド,ス ウェーデ ン,ノ ルウェー,イ ギ リス,

　 　　　　 ドイッ,コ ロンビア,ブ ラジル,ペ ルー,ア メリカなどにおいて多数,

　 　　　　アマ リンゴ作品 とウスコアヤー ル絵画学校の生徒作晶の展覧会が ルナ

　　　　　に よって開かれた。

*ア メリカなどでの主な出品展覧会

— Rainforest Visions
, Museum of Man, San Diego, CA 

— People , Plants & Culture, A Scientific American Library Volume, Michael Balick &
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 Paul Cox, New York Botanical Garden Scientific Department 

— Tree of Life, American Visionary Museum, Baltimore, MD 

— Rainforest Visions, Capital Children' s Museum, Washington D. C. 

— Curved Rim of the Sky, Gallery North, Miami, FL

4　 日本におけるアマリンゴ作品の展示会等の発表活動

4.1　 展示会活動 を行 なうに至 った経緯

　筆者 は写真 家 として主に南米 をフ ィール ドに していたが,90年 よ りア ンデスや アマ

ゾ ンで,植 物 と人間が織 り成す呪術師世界 につ いて,独 自に撮 影取材 を重 ねて きた

(永武1995;1996)。 そ の撮影取材 か らアマ リンゴ と1991年 に知 り合い,ア マ リンゴ

が主宰す るウスコアヤー ル絵画学校の支援を依頼 された ことか ら,1992年 よ りアマ リ

ンゴ とウス コアヤールの 日本の窓口とな り.日 本における作 品の発表活動 を実施 して

きた。

　 ウスコアヤールでは,生 徒 たちが熱帯雨林 の動植物 を描 きなが ら,感 性 を通 して,

自然や民話,自 然 の豊か さや大 切さを学ぶ という,美 術 に よる環境教育を行 なう活動

がなされている。 その活動 を通 じて,地 球サ ミッ トがブ ラジルの リオ ・デ ・ジャネイ

ロで行 なわれた1992年 世 界環境 デーに,校 長であるアマ リンゴが国連 グローバル500賞

で表賞 された。 しか しボランテ ィアによる学校運営 は厳 しく,欧 米な ど海外 か らの支

援 に頼 っていたため,日 本で も展示会 を開 くことになった。

4.2　 活動 の実施内容

4.2.1　 展 示 活 動

　 日本で は展示会を開き支援 金を呼 びかける とともに,作 品を販売 し,売 り上 げを学

校 の運営 にあてた。そのため,筆 者が1992-1998に 主 宰 したNGO「 ペ ルーアマ ゾンの

自然文化 を支援す る会」の活動 の一つ として,NGO活 動 とも連動 して展 開 した。

　 当初 はルナが,ア マ リンゴとウスコアヤールの国際的マネー ジメン トを統括 してい

たので,実 際の作業 はルナ と進 めたが,1995年 以 降は,ア マ リンゴの要請によ りルナ
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を経由せず,直 接や りとりす る作業 となった(主 な展示活動 については下記参照)。

　 NGO活 動 と連動 した展示の意図 としては,国 際協力 と国際交流の一環 と して,多 文

化理解が主眼であった。多様 な自然環境 や,そ こか ら生まれる異文化へ の理解 を深め

ること,ア マゾ ンの 自然環境お よび環境 問題への関心 を高め ること,理 屈で な く美術

を通 じて感性 による伝達 を試み ること,現 地への支援 に対す る理解を深めて もらうこ

と,な どであった。

　その 一方,ア ーテ ィス トとしてのアマ リンゴ作品を発表す る機会作 りにも努めた。

アマ ゾンの多様 な自然や,そ こか ら生 まれる文化へ の理解 を深めるこ と,ア マ ゾンの

自然環境 および環境 問題への関心 を高めること,と いう意図 もあったが,ユ ニークな

作品その ものを鑑賞 して もらい,ア マ リンゴの世界にふれて もらうこ とが主眼であっ

た。

　展示作 品は主 に,ア マ リンゴが描 いた呪術師や精霊世 界の シャーニ ック ・ヴ ィジ ョ

ン,ア マゾ ンの 自然画,ア マ リンゴが主宰す るペルーアマ ゾン絵 画学校 ウス コアヤー

ル生徒 たちによるアマゾ ンの 自然を緻密 に描写 した風景画である。 ただ し,1998年 の

ペルーアー ト展 「ア ンデス,ア マゾ ン,大 地の力」 においては,ペ ルー を代表す る現

代画家な ど,他 のアーテ ィス ト作品 と一緒 に展示 した。 これは,作 品 をよりアー トと

して見せ る環境作 りと同時 に,ア マ リンゴ以外のユ ニー クなアーテ ィス トらとの出会

いが きっかけで企画 した。た とえば,や は り元呪術師 という経歴のあるアグステ ィン・

リバスの作品 は,ア マ ゾ ンの樹木の奇怪 な根のフ ォルムを利用 して,ア マゾ ンの民話

な どをモチー フに したユニー クな木彫であ る。 また,ア マ リンゴと同郷のアーティス

ト,フ アン ・オルシの作品は,ア ヤワスカの世 界をバテ ィックで表現 し 「アヤ ワスカ・

ヴィジ ョン」 と題 されたものだった。

　展示 一般 は,ま ず 第一一にわか りやす く知って もらうことを主眼 としたので,理 屈 よ

りも感 じてもらえるように配慮 した。 ビデオーL映を して説明を加 えた り,展 示会場 で

アマゾ ンをイメージ した音楽会や,現 地報告の講演 会等を同時開催 したケースもある。

会場 も,市 民活動やNGO活 動 の …環 としての展示会の場 合はパ ブ リック ・スペース

や,そ のような活動 に理解のある画廊やギ ャラ リーでの展示が多かった。1998年 の ペ

ルーアー ト展 「ア ンデス,ア マゾ ン,大 地の力」が,初 めて美術館相当の展覧会 とな

った。

*1993年 一1998年 　 ウスコアヤール とアマリンゴ作品の展覧会 や出品 された展示会

　　1993年 　 　　11月 　 「ラテンア メリカの夕べ」 に出品。 フォーラム横浜(桜 木町)
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1994年 　 2-3月 　 F密 林の スピリッ ト」 フオーラム横浜(桜 木町)

　 　　　　 *5月 　「エコロジー展」木 ノ葉画廊,西 山画廊(神 田)ペ ルー大使館

　　　　　　　　　後援

　　　　　　 8月 　 「ウスコアヤール展」アマゾ ン民族館(山 形県鶴岡)

　 　　　　　 8月 　 「ラテンアメリカ祭」出品。大倉山記念館。横浜市港北 区主催。

1995年 　 3-4月 　 「ペ ルー アマゾ ン自然絵画展」相鉄ギ ャラリー(横 浜市)

　 　　　　　 8月 　 「ウスコアヤール展」藤沢市湘南台市民ギ ャラ リー(藤 沢市)

1996年 　 　 *1月 　 「ウスコアヤール展」ギ ャラ リー清水(静 岡県藤枝)

　 　　　　 *3月 　 「ウスコアヤール展」ギ ャラ リー トラックス(山 梨県北巨摩)

　 　　　　　 4月 　 「ウスコアヤール展」ギ ャラ リーえん じゅ(埼 玉県大宮)

　 　　　 4-5月 　 「ウスコアヤール展」葉山芸術祭(神 奈川県葉 山)

　 　　　　　 6月 　 「密林 のスピ リッ ト」湘南戸塚YMCA(横 浜 市戸塚)ペ ルー

　　　　　　　　　大使館後援

　　　　　　!1月 　 「密林の スピリッ ト」 フォーラム横浜(桜 木町)

1997年 　 　 　3月 　 「Spirit　of　Amazon」 ギ ャラリー ・ルデコ(渋 谷)

　 　　　　 *10月 　 「Spirit　of　Amazon」 京 都外国語大学 ギャラリー(京 都)

　 　　　　 *11月 　 「Spirit　of　Amazon」 大 阪府島本町ふれあいセ ンター(大 阪)

1998年 　 　　 4月 　 「Spirit　of　Amazon」 浜 松 クリエー ト(浜 松)

　 　　 *10　一　12月 　 「ア ンデス,ア マゾ ン,大 地 の力」展　 出品フジ タヴ ァンテ

　　　　　　　　　 (千駄 ヶ谷)

ユ999年9月 一2000年1月 　 *国 立民族学博物館 「越境す る民族文化」展

　　 (*印 は,パ ブロ ・アマ リンゴ作品が よ り独 、γしたかたちで展示 された もの)

4.2.2　 出版,メ デ ィア,講 演 会等な ど展示 と連動 した諸活動

　展示 と連動 させ て,メ デ ィアや出版,講 演 会などの活動 も実施 した。 グラフ誌や新

聞な どにアマ リンゴとその作品 などを紹介 したこ とか ら,1994年NHKテ レビの科学

番組 「脳 と心」 の 〈無意識 と創造〉の放映でアマ リンゴが紹介 された。同年エコロジ

ー展 の一環 でアマ リンゴとウスコアヤールの個展 を東京で開催 した折 に,ア マ リンゴ

とルナ両者 を日本へ招聘 し,講 演 会を開催 した。 また,一 一一アーテ ィス トとしてのアマ

リンゴをよ りクローズアップ させ るため,作 品 とその解説を付記す るとともに,呪 術

師 としての体験 談や自然 と共生す るための メッセージを込めたアマ リンゴの著作 『ア
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　　　　 シャ　マン
マ ゾンの呪術師」 を刊行(1998)し た。 同 じく1998年,東 京で開いたペ ルーアー ト展

の主要作品の一つ に選出 して展示。1999年 に はアマ リンゴを フ ィーチ ャー したNHK

教 育 テ レビ番組 の ドキュメ ンタリー を製作 し,ETV特 集 で放映 された(「 アマゾ ン,

森 の精霊 にき く～元 シャーマ ンの画家が描 く神秘の世界」1999年6月24日 放 映)。 また,

1999年9月9日 一・2000年1月11日,国 立民族学博物館で開催 された 「越境する民族文

化」展 に作品が所蔵 され展示 された。その折に,日 本へ招聘 し,講 演会等を開催 し,

NHK教 育 テ レビ番組 「新 日曜美術館」で展示 会ともども紹 介された。

*日 本 にお けるアマ リンゴの講演会等

　 *1994年5月(ル ナ と二人で の講演):「 神秘 の アマ ゾ ンの世界」アマ ゾ ン民 族館

　　　　　　　 (山形県鶴岡);「 アマ ゾン上流 のシャーマニズムとコスモロジー」 イ

　　　　　　　ベロアメリカ研究所(上 智大学);「 元 シャーマ ンと文化人類学者が語

　　　　　　　るペ ルー アマゾ ンのシャーマニズムの世界」 アビラックス タジオ(水

　　　　　　　道橋)

　 *1999年11月:「 アー トと民族文化の表象」 プ レシンポ研究会 とギ ャラ リー ・トー ク

　　　　　　　 /国 立民族学博物館;「 アマ ゾン,森 で生 まれる文化 とコスモ ロジー」

　　　　　　　東京経済大学;「 ペ ルー ・アマ ゾン呪術師の世界」 スペース ・オル タ;

　 　　　　　　 「パ ブロ ・アマ リンゴが語るアヤ ワスカ とシャーマ ンの世界」 オル タ

　　　　　　　ー ド・デ ィメンシ ョン研 究会主催講演会

*日 本における主なアマリンゴ関連掲載誌,テ レビ番組等

1992年 　 5.22『 ア サ ヒグラフ』

1992年 　 10.24　 毎 日新聞夕刊

1992年 　 5.22「 アサ ヒグラフ」

1993年 　 2.28「 毎 日グラフ」

1994年 　 「脳 と心」NHKテ レビ科学番組放映

1994年 　 「脳 と心 』6巻 　NHK出 版

1994年 　 週刊百科 『植物 の世 界」36号 　朝 日新聞社

1995年 　 「マ ジカル ・ハーブ」第三書館

1996年 　 『アマゾ ン漢方」NTT出 版
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 シャ　マ ン
1998年 　 「アマゾ ンの呪術師」地湧社

1998年 　 「アンデス,ア マ ゾン,大 地の力』求龍堂
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　 1999年 　 「アマゾ ン,森 の精霊に きく～元 シャーマ ンの画家が描 く神秘の世界」

　　　　　 6.24放 映　 NHK教 育 テ レビ番組ETV特 集

　 1999年 　 国立民族学博物館 「越境する民族文化」展カ タログ

　 1999年 　 「新 日曜美術館」12.6放 映 　NHK教 育 テ レビ番組

　 2000年 　 週刊百科 『世界の文学』47号 　朝 日新聞社

5　 アマ リ ン ゴ作 品 につ い て の反響

　 アマ リンゴ作品 に対する鑑賞者の感想 はさまざまである。無反応 というケースは少

な く,「奇妙だ」「恐 い」「変な絵 だ」「好 みではない」とい うものか ら,「 パ ワーを感 じ

る」「曼陀羅のよ うだ」「ああい う作品こそが,本 来の芸術 とい うものだ」 など,概 し

て好 き嫌 いが はっき り分かつ傾向があった。宗教性 を感 じて惹かれる人もいた。 アマ

リンゴ作 品に関心 を持 つ人の中 には,文 化 人類学者や民族学者の他 に,ド ラッグ文化

や変成意識,ニ ューエイジに興味がある人たちか らの反響が多かった。そ うい う意味

では,ア マ リンゴ作品には,民 族文化 を越 えたユニバーサ ルな要素があ るのではない

か と推 察す ることもで きるだろう。NHK科 学 番組 の 「脳 と心」の 〈無意識 と創造〉の

部門で取 り上げ られた ように,い まだ科学的 に解明 されてい ない ような神秘体験や創

造活動 にお ける脳の働 きを暗示 させ るよ うな要素が描写 されていた り,見 る側にそれ

を感 じさせ るものがあるの だろう。

　ただ し,ア マ ゾンの呪術世界 とい う,日 本の生活環境や文化か らか け離れた世 界で

あ るがゆえに,理 解 されに くい部分 も多か った ことは否め ない。

　 また,日 本の美術館 の学芸員か らは,ア マ リンゴのシャーマニ ック ・ヴィジョン作

品の評価が得 られに くかった。「ユニー クで面 白い作品であるが,美 術 と しては とらえ

がたい」 とい うコメン トが ほとん どで,ア ー トとして評価 されないケー スが多かった。

あ る美術館の学芸員は,「一 つの美術館 がアマ リンゴ作 品の展示に先鞭 をつ ければ,日

本で もアー トとして認知 され うるのだろうが,現 時点で実施で きる学芸員はいないで

あろ う」 とコメン トした。
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6　展示活動の反省点

　実施 した展示活動では,多 くの反省点があった。以下に主な点を付記する。

　 まず,経 費負担など準備段階での諸問題が多く生 じた。限られた条件から,納 得の

いく広報活動や展示形態が実施できなかった。ボランティア ・ベースで行なっていた

環境整備の限界があった。そのため,来 場者獲得のための手配も行き届かなかった。

また,ア マリンゴ作品とアマリンゴが率いるウスコアヤールの生徒作品とを同時に展

示することが多かったことから,市 民活動とアー ト展の明確な境界線をひきにくかっ

た。 したがって展示の主眼に常に曖昧さがあり,作 品も独立したアー トという見方を

されにくい要素となった。さらに,日 本人に馴染みのない民族文化世界に根ざしてい

るモチーフなど,作 品に表出される内容が複雑で,理 解の難易度が高かった。その作

品を理解 した りわかりやすく鑑賞 してもらうための工夫や対策を講 じなかった。そし

て,支 援活動と連動 した展示,巡 回展や類似の展覧会を繰 り返 したので,主 宰者側の

マンネリ化につながった。

　全体としては,や はり資金問題など準備段階でのつまづ きが多 く,稚 拙な展示が数

多かった。市民活動の…環としてはやむを得ないことであったが,効 果的にアピール

するためには,目 的を明確にし,ふ さわしい手段を講じ,よ り多 くの人に会場に足を

運んでもらえるよう,充 実した展示になるような創意工夫が必要であった。

7　 展覧会 ・展示会の成果

　展示会の成功 も しくは成果 を問 うのはむずか しいが,過 去に実施 した り出品作業 を

した りした展示会 は,オ リジナルでユニークな内容 だった ことか ら,一 般 には好評 を

得 た。 自然や文化の多様性,異 なる文化 を持つ人 々へ の理解や寛容性 を深め,相 互扶

助の意識を高めるきっかけの場 を作る,と いう当初 の意図に沿っていた。付随 して,

多 少な りとも,自 然環境への意識を喚起 したことと予想 される。 また,小 規模 で地味

なが らも発信 し続けた ことで,そ れが教育 テレビ番組へ露出する機会 を生んだのでは

ないか,そ して,そ れに よってアマ リンゴの持つメ ッセー ジ性 を広 く伝え られること

となった。 テ レビとい うメデ ィアは,製 作段 階か ら納得のい きに くい ことが多々あ る

が,伝 播 と影響が大 きいので,展 示活動 との相乗効果 をはかるため にも有効に活かせ
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られ ることが望 ま しい。小規模 なが ら,海 外 の動 きと同調 し,地 道な発信作業 を重 ね

てきた こととユ ニークな展示活動 は,一 つの活性剤にはなったのではないか,と 自己

評価 している。
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付録　展示作品の解説

　 1　 シャーマンの飛行　El・Vuelo・de・los・Shamanes　 1997.3.4製 作

　呪術師 は,霊 的な時空 を飛び交い旅 をす るとい う。その様子 を表 わした作品。以下

アマ リンゴの解説。

　　　 アマゾンの呪術師は,超 感覚的な知識のレベルが上がると,飛 ぶことができる。アヤ

　　 ワスカがもたらす空中浮揚によって空間移動がで きるよう,精 霊たちが呪術師に許可を

　　 与えからだ。そのためには,ム ラヤや,ス ミルナなどの位にある呪術師でなければなら

　　 ない。ムラヤというのは超感覚的な予見者であり,ス ミルナというのは,火,大 気,大

　　 地,水 といった大地の最も基本的な4つ の要素を司る強力な呪術師である。このような

　　 呪術師たちはアヤワスカで トランスに入る時,肉 体が分離する。物理的な肉体か ら霊的

　　 な身体へ移行する。物理的なエネルギーがいまだ知 られていない要素に変換する。振動

　　 する波動で,要 素の粒子と'体 となり,放 射物のような身体を形成する。色を放ち,多

　　 次元的なコロナを形成し,100万 分 の1秒 で宇宙の果てしない空間へ行 くことができる。

　　 この過程を通して,呪 術師は現在,過 去,未 来を見る。過去における未来,未 来におけ

　　 る過去を。だか ら精霊にとってはすべてが現在なのである。呪術師が私たちの大地を飛

　　 行する時には,光 輝 く虹のプロテクターを持っている。サイキ ックな力によって,私 た

　　 ちの物理的な目には見えない原子をぴかっと放つ。飛行する時に,体 のまわ りに光輝 く

　　 虹がある場合,そ の呪術師は,聖 性,自 己統治,知 識,叡 智,悟 り,愛,正 義,平 和,

　　 厳かな力などの崇高な精神力を備えるに至ったしるしだ。体のまわりを取 り巻いている

　　 光輪があるが,こ れは呪術師が悪いことや病気などに対処して治す力があることを表わ

　　 している。良い呪術師であれ悪い呪術師であれ,持 っている力を反映しているのであっ

　　 て,あ る者は良いことに使い,ま たある者は悪いことに使う。このアス トラル飛行で呪

　　 術師は,地 球外の存在にも出会い,未 知の別世界へ行く船に乗るよう誘われる。銀河系

　　 の中で彼等がはたしている機能を見せてくれるのだ。呪術師が地球の大気を飛行 してい

　　 る時は,あ たか も雷鳴が轟 くかのような音を響かせ,慣 れていないものを驚かせる。飛

　　 行をして,地 球のさまざまな人種,文 化,神 聖な寺院などを訪ねたり,神 秘的な所業を

　　 教えてくれた りする,

2　 母 なるアヤワスカ　 Madre　 de　la　Ayahuasca　 1994.1.16製 作

アヤワスカの精霊や伝説を中心 に描いた作 品。以 ドアマ リンゴの説明。

　　 アヤワスカの名は,ケ チュア語で死者の蔓という意味だが,ア マゾンの多 くのインデ

　 ィオたちには,〈 ヤチ〉 という名前で知られている。ヤチというのは,〈 ヤチャイ〉すな

　 わち く知性〉から派生した言葉で,〈知恵〉という意味だ。私がこの植物を使っていた時
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に見たヴィジョンでは,こ の母なる植物は,エ ジプ トの女性,ア マゾンのシピボ族の老

婆,別 の王女のような精霊,王 子,ノ ーム(童 話などの小鬼,小 人)な どの姿でもって,

私 に現われた。エジプ トの女帝のような姿で現われた母なるアヤワスカは,頭 に7匹 の

蛇が立ち上がった虹の髪飾 り,紫 のブラウスを身につけ,胴 から足先までが蛇行したア

ヤワスカの蔓だった。そこに緑色のコオロギがいて,こ の神聖な植物が壊されないよう

に守っている。また,蔓 には動物アチュニがいて,重 大な病気,遠 方での危険,敵 には

聞こえない音を感知する鋭い直感をもって知 らせて くれる。通常,チ クワと呼ばれる赤

い鳥もいる。賢い鳥で,良 いことであれ悪いことであれ前兆を警告し,ア ヤワスカを守

っている。呪術師が飲み物を作るためにアヤワスカの蔓を切 りに行く時,こ の鳥が 「チ

ス,チ ス」 と鳴けば良いヴィジョンが持てるだろうと,良 い徴候を知らせている。けれ

ども,「チークワ!」 と鳴けば,そ れは悪い知らせだから,そ のアヤワスカの蔓を切って

はならない。足が見えるのは,大 地の磁力 とこの植物の主がつながっていることを表わ

している。女性の左側は大地 と結合させる原子に満ちていて,活 力のある光,色,電 子

を放ちなが ら,中 心核に分子活動をもた らしている。右手少し上方にはチャクルーナが

ある。曲が りくねって分子 と混ざりあっている螺旋模様が母なるアヤワスカか ら出てい

て,そ れがヴィジョンの感覚を増強する。上の網状の模様は,こ の儀式にいる一同を守

っている。奥の方には,古 代ティワナコ,ク ェラップ,イ ンカ文化の至高の聖職者や古

代の賢者たちがいる。その手前には動物たちがいる。不屈の精神を象徴するヤナ ・プー

マ(黒 豹),催 眠術を象徴する鹿,注 意深 く観察することを表わすアルマジロ,忍 耐を表

わすアリクイ。 カピロナの木から出ている蛇は知恵を,カ ピロナの木に巻き付いている

蛇は,ア ヤワスカのマ リリの強さを象徴 している。呪術師たちが座っている地面に見え

るじゅうたんのような模様は,ア ルパ ・ムラヤ(大 地の下のムラヤ)が 発散 しているも

のだ。これ らは,人 や天使やモノの形をした金,銀 などで現われる。そして,呪 術師の

知識に応 じて,模 様は振動 し,大 地や要素のことを教えて くれる。そのまわ りには精霊

たちがいて,精 霊の歌イカロ,手 当て,催 眠などによって治療をする知識を教える。要

塞の後ろ奥には,燃 え盛る火の壁が見える。火は呪術師たちがいるところを囲み,公 正

な心があれば呪術師を浄化 させる。暗い空には,三 次元世界の銀河系からやってきた円

盤がいる。スパイラルの形状をした要塞,塔 やピラミッドなどは,磁 力や電気エネルギ

ーに満ちた古代からの聖地である。そこには,ス ミルナ,ム ラヤ,バ ンコ,バ ンコ ・プ

マ,ム スクイ・ルナ,シ カンガ ・ルナなど,古 代の偉大なシャーマンがいた。これら要

塞などは,医 術,科 学,文 化を備えるための霊的な強さのシンボルだ。色とりどりの円

形の床面は,宇 宙に秘め られたさまざまな知識を表わしている。

3　 地 中 の シ ェ ル タ ー　 Caverna　 Protectora　 dentro　 de　la　Tierra　 1991.10.25製 作

呪 術 師 が 治 療 儀 式 を す る 時 に,悪 い 呪 術 師 か ら の 強 力 な 攻 撃 を 避 け る た め,大 地 の
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中の霊的な避難所 に逃れる,そ の様子 を描いた作品。以下,ア マ リンゴの解説の要約。

　　　 呪術師が治療儀式の最中に,悪 い呪術師の力を察知すると,大 地パチャママ(ケ チュ

　　 ア語で大地,大 地母神の意)の 奥深 くに身をくらます場所を探す。助手の呪術師や患者

　　 たちとともに,避 難所のようなその洞窟に身を潜める。そこには,邪 魔 しようとする魔

　　 術師などが入ってこれない。この避難所には霊的な トンネル状の扉があり,強 力な精霊

　　 たちによって開かれる。絵にもそれらの精霊などが描かれている。

　　　 アシムと呼ばれる王子がいて,こ の空間をケア している。 この洞窟にいる者たちを活

　　 かすべ く,酸 素,空 気,そ の他もろもろの代謝を与え,こ この環境に対抗できるように

　　 している。背に槍を携えたインディオのカシボ族は,部 族の強力なシャーマンでかつ狩

　　 人だった祖霊だ。アワラと呼ばれるお化けの猿は,檸 猛だがすば しっこく,敵 の呪術的

　　 な武器な槍を取って くる。プカ ・サポマチャッコという赤い毒ガエルは,毒 をまわ りに

　　 まいて呪術師を守る守 り手だ。呪術師の知恵に強い影響を与える空色と暗い青色の球が

　　 あ り,健 康を守る。絵の中央に呪術師がいる。手を合わせ,… ・緒にいる精霊たちに敬意

　　 を表している。呪術師は治療師であるという印の白いオーラを発しなが ら,空 中に浮か

　　 んでいる。そのまわ りにいるのが,磁 力の帯であるヤクママ(母 なる水蛇)。 鹿はとても

　　 神秘的な動物で,時 には妖怪のような精霊に,ま たある時には人間に化ける。催眠力を

　　 持っているから,人 の前にいるのにその人には見えないことがある。呪術師のまわ りに

　　 は,助 手が精霊の歌イカロを歌って悪い呪術師の攻撃に対抗 している。同様に,他 の呪

　　 術師も,防 衛力を高めるよう,イ カロに合わせて力強 く手を打 ち鳴らしている。男女の

　　 呪術師たちは,こ の儀式が平穏無事にで きるよう,地 面を打ち鳴らし歌っている。絵の

　　 左側には,敵 の毒を中和させるコンゴウインコ,コ レケンケの羽をつけた偉大なマスタ

　　 ー,マ ウカ ・ルナがいる。この古代の賢人は,敵 を調伏するよう,大 地の磁力を微粒子

　　 で巻き起こし,敵 をやっつける。ウスコ ・ビルカ(精 霊の親戚という意味)と いう精霊

　　 も,同 じようなことをしている。

　　　 一方外界には,悪 い呪術師の手先の動物がいる。右の ヒ方には,ト ゥンチと呼ばれる

　　 お化け,バ カ・マチンという鋭い歯があるお化け猿,ヤ クバ トリ(水 鳥),ス イスイ(青

　　 い鳥),サ ララ(赤 い くちばしの黒い鳥),ハ チ ドリのスパ イ(悪 魔のハチ ドリ)な ど。

　　 左側には,黒 い線のある白い鳥のロンペ・モル トハ,テ ィベママ(鷲 のような鳥),予 兆

　　 する鳥チクワ。耳が大きいフクロウのランチナは,こ の鳥が鳴くと,誰 かの死 を告げる

　　 と信 じられている。

　　　 これらの動物はすべて魔術師が敵を攻撃するために使われる。

　 4　 黒 ア ヤ ワ ス カ の 酔 い 　 Mareaci6n　 de　la　yana・ayahuasca　 1989.9.15製 作

　 ア ヤ ワ ス カ に も い ろ い ろ な 種 類 が あ る が,黒 ア ヤ ワ ス カ の 世 界 を 描 い た 作 品 。 以 ド,

ア マ リ ン ゴ に よ る 説 明 。
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　ヤナ ・アヤワスカ(黒 アヤワスカ)は,ウ カヤリ地方の密林では滅多に見られない蔓

だ。 とても毒性が強いから,ふ つうのアヤワスカのようには飲めない。これを使えるの

は,強 力な幻覚作用を乗 り切ることができる偉大なシャーマンだけだった。 このアヤワ

スカによる酩酊作用は,た いていは黒か黒い青色で,時 には暗い紫に変わる。人や動物

など見えるもののまわりに,主 に黄色や赤色のオーラが見える。黄色に緑 と薄紫が混ざ

ることもある。

　中央上部には,霊 界の長ケセルがいて,暗 闇の中で も視覚をコン トロールし,精 神集

中する呪術師に,暗 闇の中でヴィジョンが見られるようにする。虹色に光り輝く貴石の

衣服を身につけ,火 の上を歩 く。絵の中の呪術師たちは,理 性 を失ってしまうような眩

惑と妄想を伴う酔いの状態にある。ケセルは,そ の作用に耐えられるようにサポー トし

ている。この酩酊状態で呪術師たちは,暗 い色や灰色のシルエットをしたグロテスクな

怪物のような トーテム象や精霊たちを見る。呪術師の左右にいるもの:上 方には,流 れ

の早い川にいる川の守 り主,ケ チュア語でヤナ ・スマ ック・ワル ミという黒い人魚がい

る。その下は,湖 と川など水世界の守 り主ヤナ ・ヤクルーナ。左端下方の黒い蛭 は水界

の生 き物の養分となるサンギフエラ ・ママ。その近 くにいるとさかが赤い黒い啄木鳥は,

そ の精霊の歌イカロによって,悪 い呪術師の武器を取 り除く。上方に,ア マゾンの黒豹

ヤナ ・プーマがいる。大地の力のシンボルで,ご う音をたてて大地を震わせる。そのイ

カロは恐怖 を治 したり,誰 からも呪いをかけられないような神秘力を与えたりする。中

央にいるヤナ ・ワルパ と呼ばれる黒い鶏は,そ のイカロが ノスタルジーに悩む人や,胃

腸が悪いを人を治すのによい。これは黒魔術のシンボルでもある。さらに上に,魚 のワ

イプ ・シルイがいる。この魚は大雨を伝って,天 の雲を遡る。密林の水たまりに住んで

いて,呪 術師はこの魚を悪い呪術師に対するスパイとして使う。右方には,旅 人のシン

ボル,黒 い猿がいる。このイカロは,小 さい子供の能力をのばせるように,ま た,人 が

病気にならないために使う。猿の上の鷺のような鳥はサララで,呪 術師の守 り手として,

使 者として使われる。右側上方には,ヤ ナ・ワカ(黒 牛)。 血の力を象徴 し,そ のイカロ

は丘旺が足 りなくて弱っている者を元気にさせる。妖怪たちは,こ の牛の角を恐れている。

牛の ド方には,ケ チュア語でヤナ ・マショと呼ばれるコウモリ。これに変身すれば,見

ることもなくまわりに何が起きているかがわかる。黒猿の左下にる黒猫は,オ カルトの

シンボル。そのイカロは幸運に役立つ。 コウモリの ドには,ヤ ナ ・ピシュコとかバカ ・

ムチャチオとか呼ばれる鳥がいる。この鳥は,誰 かが呪いをかけたがっていると教える

見張りや守 り主 として役立つ,護 衛のシンボル。鳥の下にいるのは黒い犬ヤナ・アルコ。こ

のイカロで,い い精霊か悪いものかがわかる。直感を研 ぎすまさせ,敵 や,体 にしかけ

られた呪いの病気を調べることもできる.霊 的知覚の シンボルとなっている。犬の下は

ヤナ・ヤクママ(黒 い蛇)。 催眠術を象徴し,そ のイカロは人を呼ぶのに役立つ。商売に

もよい。その上はヤナ・チャルパ(黒 い河亀)。 スミルナの地位にあるシャーマンは河の

奥深く旅をする時に使う。河旅のシンボル。シャーマ ンの下には,あ らゆる精霊のエネ
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ル ギ ー の シ ン ボ ル,黒 い 石 が あ る 。

　 5　 魔法の塔　 La　Pagoda　 Encantada　 1991.10.20製 作

　魔法 の塔(Pagoda　 Encantada)と 呼 ばれる呪術 師が訪れ る聖なる世 界の描写。以下,

ア マ リンゴによる解説。

　　　魔法の塔と呼ばれているところでは,人 々を引き付ける才能豊かな長老たちが住んで

　　 いる。長老たちは,ア ス トラル世界の人々を指導する権威と責任があり,知 性を高めら

　　 れるよう,人 生のためになる理解や知識などの教えを施している。私がヴィジョンを見

　　 た時,神 秘的で霊的なこの寺院に連れていかれた。寺院は清浄で純潔そのものだった。

　　真珠 とダイアモンドでできていた。無礼を働けば危険にさらされる聖なる場所だ。誰 も

　　 許可なくこの寺院の儀式に入ることはできない。そのために仕切 りがある。ここに入る

　　 には,正 しい霊的な知識,知 恵,公 正さ,清 い心から生まれる率直さが問われる。霊的

　　 な人間性 と謙虚な心がな くてはならない。そうすれば,輝 かしく澄んだ神聖な神々の聖

　　域に立つことができる。この塔は振動に満ちていて,他 の世界へ通 じる門とルー トがあ

　　 る。長老たちはその守 り手だ。まぶしいサファイアの衣服をまとった天使がいて,地 球

　　や他のさまざまな世界から偉大なシャーマンを迎える。魔法の塔では,ア ジア,ヨ ーロ

　　 ッパ,ア メリカ,ア フリカなど,あ らゆる人種や民族の,霊 的な人々を受け入れ,教 え

　　 を授けている。また,神 々の聖地の美のシンボルとして,喜 びの合唱をするために,空

　　気の精霊たちが集まってくる。燭台の問にいる長老たちは,イ カロや神秘的な歌に囲ま

　　 れていて,呪 術師の息吹きに力を与える存在だ。この長老たちはアマゾンの呪術師たち

　　 にはヤチャイサパ ・マウカ ・ルナとして知られていた。妖術でもなく魔術でもない治療

　　 を施 している位の高い呪術師スミルナに教えを諭す。 スミルナ(水,大 地,火,大 気の

　　 4大 要素を征する人物)に なろうと思えば,原 生林に一一人で行 き,3年 から6年,誰 にも

　　 会わずに修行をする。厳しいことには違いない。

6　 精霊の力　 Influencia　Espiritual　 1997.2.18製 作

アマ ゾンの精霊世界 を描いた作 品。以下アマ リンゴの説明。

　　 このヴィジョンの作品では,霊 的な存在が物理的に表わされている。霊(魂)あ るい

　 は生命力の働きがわかる。霊は,呼 吸すること,息 吹 くこと,吸 気であり呼気であ り,

　 生命力または生きる力だ。中心の空間には,空 か ら降りてくる霊的な人物が見える。部

　下の精霊に伴われ,電 磁気の波打つ線の問を降 りてくる。さらに上方には,中 性微子の

　 白い波がある。呪術師たちは治療をするために,さ まざまな精霊に呼びかけ,力 をもら

　 って,患 者たちに息吹 きかける。息吹 きかけられた患者は活力を蘇らせる。助手はアヤ

　 ワスカの飲み物にさらに息吹きかけ,ヴ ィジョンがより明確になり力が増すようにする。

　呪術師の後ろには,シ ェボンというアマゾンのや しの木と,男 女のシピボ族がいる。や
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しの上の方には,シ ュラネ(シ ピボ語で"よ い"と いう意味)と いうインカがいる。こ

れ らインカの死者たちは沈黙のエネルギーから立ち上がり,霊 的作用で敵から呪術師を

守っている。中央にはケラ ・ルナとして知られる月世界の人(月 の洞窟に住むお化け)

が いる。中央下方には,初 心者の呪術師がアヤワスカの精霊であるヤチ ・プーマの頭を

撫でている。その下には,水 の蛇ヤクママ,倒 木の後ろ手にはサ ッチ ャママがいる。こ

の二つの蛇が,水 と大地の敵か ら呪術師の儀式を守っている。倒木は大地の肥料を表わ

す。植物が成長するのに必要な養分 となっている。この木の上には トゥユユ(首 のとこ

ろが赤い白い鳥)が いる。左には森鳩がいて,こ れは敵の魔術の槍をすぐに取 り去る。

左側は,神 々アルパ ・ミン(土 地を守る精霊)の 聖域。この聖地には,ス ミルナ,バ ン

コ,ム ラヤ,シ カンガルナなどの偉大な呪術師だけが辿 りつける。この4種 の聖者たち

が住んでいて,霊 感やさまざまな教えを授ける。公正さ,理 解,愛,力,知 恵,誠 実,

親切,意 識,認 識,自 制などについて,霊 性を高める方法だ。これらの聖者は,他 の精

霊に対する権威と力を持つ衣服をまとい,威 厳の象徴である冠や ターバン,そ して長い

髪と髭をたくわえている。

　 7　 アヤワスカの聖性　 La　Santidad　de　la　Ayahuasca　 1997.2.6製 作

　アヤ ワスカに関連する神聖 なものへの敬 い,呪 術師の徳や植物 の働 きなどを描写す

るメッセー ジ性 を含む作 品。以下 アマ リンゴの解説。

　　　 アヤワスカは聖なるものであ り,決 して不敬に扱われてはならない存在だ。この植物

　　 の聖性は完全で,神 聖な蔓と呼ばれている。夢を通 してヴィジョンを与える他の植物と

　　 は異なり,行 為の意識がある時にヴィジョンを与える働きがある。呪術師(シ ャーマン〉

　　 とはこの植物が教える物事を司る特別な人間だ。患者を煽 ぐのに使うシャカッパの葉,

　　 精霊の歌イカロで息吹 きかけるパイプ,敵 から身を守るための魔術の石,ア ルカンフォ

　　 ル,香 水,香 りのある聖水,タ バコなど,呪 術師が精神集中して使う特別な道具や,息

　　 吹 きかけて浄めたものなども神聖なものとして扱われなければならない。呪術師が身に

　　 つける衣,ア ヤワスカを飲む儀式,す べてがそうだ。患者が呪術師か ら指示される植物

　　 の薬や,断 食や選別された食事についても,決 して軽んじてはならない。この絵では,

　　 脆いた呪術師が腕を広げてい く様子が見える。これは,聖 なる存在に対する謙虚.帰 依

　　 し敬意を表すること,神 聖な叡智を授かることを表わしている。ダブルの立方体の祭壇

　　 は,友 情のシンメトリーを表わしている。愛や美や真実のような特質を生むような人間

　　 的な意識,ま た,慈 悲,自 由,そ してとりわけ人間的な霊性の寛容さをもって,呪 術師

　　 が教え導いていくことを表わしている。三角形の潅木はワルミ・サ ッチャ(女 性の潅木)。

　　 その下の根には,理 解の 目がある。赤と黒のチェス盤の近くにはチャクルーナの潅木が

　　 並んでいる。呪術師の奥には,聖 性 と純正を表わす箱がある。精霊を伴い,ア ヤワスカ

　　 の飲み物がある鍋を象徴 している。箱から垂直に線が出ていて,そ の後ろに光の線が見
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